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第
六
通
信
大
隊
長

二
等
陸
佐

齊

藤

直

樹

「
し
こ
ん
」
を
ご
覧
の
皆
様
、
隊
員
の
ご
家
族
の
皆
様
、

第
六
通
信
大
隊
Ｏ
Ｂ
等
の
皆
様
、
日
頃
か
ら
の
ご
支
援
、

ご
協
力
、
ま
た
自
衛
隊
へ
の
ご
理
解
等
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
こ
の
度
、
第
三
十
八
代
第
六
通
信
大
隊
長
と

し
て
陸
上
幕
僚
総
監
部
か
ら
着
任
し
ま
し
た
齊
藤
二
佐
で

す
。
こ
の
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
第
六
通
信
大
隊
で
再
び
勤

務
で
き
る
こ
と
は
無
上
の
喜
び
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の

責
任
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

皆
様
も
ご
承
知
の
と
お
り
、
我
が
国
は
戦
後
最
も
厳
し

く
複
雑
な
安
全
保
障
環
境
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
こ
の
急

速
に
変
化
す
る
安
全
保
障
環
境
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、

陸
上
自
衛
隊
は
陸
上
防
衛
力
の
抜
本
的
強
化
を
推
進
中
で

あ
り
、
政
府
は
戦
力
三
文
書
の
改
定
を
前
倒
す
な
ど
、
我

が
国
の
防
衛
体
制
の
実
効
性
を
一
層
高
め
る
た
め
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
第
六
師

団
に
お
い
て
も
大
隊
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
今
後
益
々
大

き
く
な
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
責
務
を

果
た
す
べ
く
、
大
隊
に
お
い
て
も
様
々
な
検
討
を
積
み
上

げ
、
こ
の
環
境
の
変
化
を
的
確
に
捉
え
、
対
応
し
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
認
識
の
下
、
要
望
事
項
を
「
変
化
を

捉
え
よ
」
「
常
に
前
向
き
に
」
と
し
て
、
隊
員
諸
官
と
と

も
に
誠
心
努
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

第
六
通
信
大
隊
歴
代
隊
員
の
こ
れ
ま
で
の
た
ゆ
ま
ぬ
努

力
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
良
き
伝
統
を
継
承
し
つ
つ
、
隊
員

及
び
隊
員
家
族
並
び
に
Ｏ
Ｂ
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

祈
念
申
し
上
げ
、
着
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
度
、
東
北
方
面
シ
ス
テ
ム
通
信
群
（
仙
台
）
か
ら
第
二

中
隊
長
に
上
番
し
ま
し
た
山
下
一
尉
で
す
。

初
め
て
中
隊
長
と
し
て
勤
務
で
き
る
こ
と
に
、
大
き
な
喜
び

と
大
き
な
責
任
を
感
じ
て
い
ま
す
。

前
職
は
基
地
シ
ス
テ
ム
通
信
中
隊
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
隊
長
と

し
て
勤
務
し
、
２
年
ぶ
り
の
野
外
部
隊
勤
務
と
な
り
ま
す
。

さ
て
、
今
年
の
第
二
中
隊
は
一
部
の
編
成
が
変
わ
る
こ
と
に

よ
り
、
人
員
の
削
減
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に

お
い
て
も
、
上
級
部
隊
か
ら
求
め
ら
れ
る
ニ
ー
ズ
は
増
大
し
て

お
り
、
そ
の
中
に
お
い
て
も
任
務
を
完
遂
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、
先
行
的
か
つ
効
率
的
な
業
務
の
実
施
及
び

確
実
な
情
報
共
有
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ

の
こ
と
を
よ
く
踏
ま
え
、
第
二
中
隊
の
指
導
・
監
督
を
実
施
し
、

第
六
通
信
大
隊
の
任
務
達
成
に
貢
献
し
て
い
く
所
存
で
す
。

今
後
と
も
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

第
二
中
隊
長

一
等
陸
尉山

下

佑

也

令和８年度スタート

大 隊 長
要望事項

こ
の
度
、
第
六
通
信
大
隊
の
第
二
係
主
任
に
上
番
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
草
野
二
尉
で
す
。
半
年
に
渡
る
Ａ

Ｏ
Ｃ
教
育
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
大
変
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
第
二
係
主
任
と
い
う
栄
誉
あ
る
職
務

を
与
え
て
頂
き
大
変
光
栄
に
思
う
と
同
時
に
、
そ
の
職

責
の
重
さ
に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

第
二
係
主
任
と
し
て
、
大
隊
長
の
要
望
事
項
で
あ
る

「
変
化
を
捉
え
よ
」
「
常
に
前
向
き
に
」
を
具
現
化
で

き
る
よ
う
、
Ａ
Ｏ
Ｃ
教
育
で
学
ん
だ
最
新
の
知
識
・
識

能
を
発
揮
す
る
と
と
も
に
、
第
六
通
信
大
隊
へ
還
元
し
、

日
々
変
化
す
る
情
勢
や
多
種
多
様
に
及
ぶ
情
報
を
積
極

的
に
収
集
・
発
信
し
、
大
隊
の
精
強
化
の
一
助
と
な
れ

る
よ
う
精
一
杯
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
大
隊
長
を
は
じ
め
と
す
る
大

隊
の
隊
員
の
皆
様
、
引
き
続
き
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
、
賜
れ
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

二
等
陸
尉草

野

克

哉

第
二
係
主
任

第
三
十
八
代
大
隊
長
着
任

第
二
中
隊
長
着
任

第
二
係
主
任
上
番

主要な記事

一
面

着
任
者
挨
拶

二
面

転
出
者
紹
介
 ・

幹
部
任
官 

三
面

転
入
者
 ・

退
官
者
紹
介
・
幹
部
任
官
式 

四
面

人
事
異
動
等
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令
和
八
年
三
月
十
六
日
（
月
）
Ａ
庁
舎
会
議
室
に
て
幹
部
任
官
式
が

行
な
わ
れ
た
。
二
名
の
任
官
者
（
程
塚
三
尉
、
富
山
三
尉
）
に
対
し
、

大
隊
長
よ
り
辞
令
書
が
交
付
さ
れ
幹
部
自
衛
官
と
し
て
の
宣
誓
を
実
施

し
、
部
隊
の
核
心
と
な
る
こ
と
を
誓
っ
た
。

祝

幹

部

任

官

私
は
こ
の
度
、
幹
部
自
衛
官
と
し
て
任
官
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
使

命
と
責
任
の
重
大
さ
を
深
く
自
覚
し
て
お
り
ま
す
。

自
衛
官
と
し
て
国
民
の
生
命
と
平
和
な
暮
ら
し
を
守
る
と
い
う
崇
高

な
任
務
を
胸
に
刻
み
い
か
な
る
状
況
に
お
い
て
も
任
務
を
完
遂
で
き
る

よ
う
不
断
の
自
己
研
鑽
に
日
々
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

幹
部
と
し
て
の
責
任
を
自
覚
し
、
常
に
向
上
心
を
持
っ
て
知
識
・
技

能
の
研
鑽
に
努
め
ま
す
。

デ
ス
ク
業
務
に
偏
る
こ
と
な
く
現
場
に
身
を
置
き
、
隊
員
と
と
も
に

汗
水
を
流
し
な
が
ら
任
務
に
励
み
ま
す
。

信
頼
さ
れ
る
幹
部
自
衛
官
と
な
れ
る
よ
う
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

三
等
陸
尉程

塚

理

菜

三
等
陸
尉富

山

宗

汰

通信課 丸川３尉

本中 小池３尉

１中 佐藤２曹 ２中 東海林２曹

１中 舟木３曹 本中 稲葉３曹 ２中 伊藤３曹

１中 松本３曹

幹部集合写真

通信課 大橋１尉 通信課 松田１尉

前

大

隊

長

離

任

前
二
中
隊
長
離
任

転
出
者
紹
介
行
事

前
大
隊
長
竹
本
２
佐
は
、
令
和
八
年
三
月
十
六
日
付
で
シ
ス
テ
ム
通

信
・
サ
イ
バ
ー
学
校
（
久
里
浜
）
へ
ご
栄
転
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
八
年
三
月
十
日
（
火
）
駐
屯
講
堂
に
お
い
て
転
出
者
紹
介
行
事

が
実
施
さ
れ
、
十
名
の
隊
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
新
天
地
へ
と
六
通
を
後
に

し
た
。

前
二
中
隊
長
鈴
木
１
尉
は
、
令
和
八
年
三
月
十
六
日
付
で
師
団
司
令

部
通
信
課
へ
異
動
さ
れ
ま
し
た
。
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転

入

者

紹

介

行

事

定

年

退

官

者

紹

介

祝 

指
導
官
認
定

通信教導隊（久里浜）より
通信課へ

堀田１尉

東北方面システム通信群（仙台）
より第２中隊長へ

山下１尉

西部方面システム通信群（福岡）
より本部管理中隊へ

深道３尉

第６師団司令部付隊（神町）
より第２中隊へ

土田曹長

部隊スキー指導官
本部管理中隊
鈴木３曹

佐藤曹長 設樂准尉

部隊格闘指導官
第２中隊
橋本３曹

令
和
八
年
三
月
二
十
三
日
（
月
）
転
入
者
紹
介
行
事
が
実
施
さ
れ
、
令
和
八
年
三
月
十
六

日
付
に
よ
る
、
四
名
の
転
入
者
が
紹
介
さ
れ
た
。

部
隊
の
環
境
に
早
く
慣
れ
、
大
隊
の
戦
力
に
な
れ
る
よ
う
そ
れ
ぞ
れ
の
隊
員
が
決
意
を
表

明
す
る
と
と
も
に
、
相
互
に
敬
礼
を
交
わ
し
大
隊
全
員
に
歓
迎
さ
れ
た
。

令
和
七
年
十
二
月
十
五
日
（
月
）
駐
屯
地
講
堂
に
お
い
て
佐
藤
智
昭
曹

長
及
び
令
和
八
年
三
月
六
日
（
金
）
Ａ
庁
舎 

１
階
中
央
ホ
ー
ル
に
お
い
て

設
樂
靖
雄
准
尉
の
定
年
退
官
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

長
年
の
自
衛
隊
勤
務
お
疲
れ
様
で
し
た
。

令
和
八
年
十
月
二
十
日
か
ら
十
二
月
十
二
日
ま

で
の
間
第
四
十
四
普
通
科
連
隊
が
担
任
・
実
施
し

た
格
闘
指
導
官
養
成
集
合
訓
練
に
第
二
中
隊
橋
本

直
哉
三
曹
が
参
加
し
、
部
隊
格
闘
指
導
官
に
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

令
和
八
年
二
月
二
日
か
ら
二
月
十
四
日
ま
で
の

間
第
二
十
普
通
科
連
隊
が
担
任
・
実
施
し
た
部
隊

ス
キ
ー
指
導
官
養
成
集
合
訓
練
に
本
部
管
理
中
隊

鈴
木
貴
成
三
曹
が
参
加
し
、
部
隊
ス
キ
ー
指
導
官

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3

